
愛媛大学教育学部保健体育紀要第５号：29-35,2006

バリ島の儀礼格闘技カレカレアンの起源と伝播

石井浩一”

TheoriginanddifYmsionofritualc0mbatKhz確”だ”inBHIiIsIaIDd

Hirokazulshiir

Ｋｅｙｗ⑪rdS：ｗａｒ，religiomlceremOny，”6"んRdzA

(BulIetin0fDe”rtmentofPhysicalEducatiOn,FaCully0fEducation，

EhimeUniVersityl5,29-35,March，ZOO6）

キーワード:戦争,宗教儀式,タブ･ラ

はじめに

本研究は，バリ島の２つの村だけに確認される格闘

技カレカレアン（jIare-Jﾔarea"）’)について考察する

ものである．

バリ島は世界的に有名な観光地である．オランダ植

民地時代の約360年間，バリ島においては政治的意図

から文化変容抑止政策がとられ，オランダ人行政官の

研究対象とされた．普通植民地というと，そこには宗

主国の文化が移植され，すっかり変化してしまうこと

を想像するが，バリの文化は保護された．こうした背

景があったからこそ，独立後のインドネシア共和国の

中で，バリ島は世界的観光地たり得たといえる．逆に

いえば，バリは観光しか生きていく道がないともいえ

る．もしバリから観光を取ったら，バリの経済は破綻

するだろう．バリには外貨を獲得する他の手段がない

からである．

インドネシアで最も豊かな島といわれるボルネオ島

（内70％がインドネシア領カリマンタン）には石油，

天然ガス，木材，金がある．それと比べれば，バリは

何もないに等しい．したがって，観光業に携わること
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ができない人々（例えば，先進国の公用語ができない

人）は，とても貧しい．これがバリの現状である．

バリを訪れる観光客の噌好は大きく２つに分れるだ

ろう．一つはマリンスポーツ派．サーフィン，パラセ

ーリング，シュノーケリング，ダイビング，海水浴．

もう一つは文化観光である．バリの｢何となく神秘的」

な雰囲気を皮膚感覚で感じとりたいという人々であ

る．後者では，遺跡，寺院，葬式ツアー，ケチヤ，バ

ロン，レゴン，バリス，ガムランなどの芸能が用意さ

れている．しかしながら，カレカレアンについてはあ

まり知られていない．観光パンフレットに載ってはい

るが，この格闘技を観るために，首都デンパサールか

ら東へ70kmも離れた所に来る観光客はほとんどいない

だろう.またこの格闘技は１年に１回しか行われない．

先に述べた常時公開されている芸能とは異質のものだ

からである．

１年に１度，村の儀式において，腰布だけを付けた

１組の男性が楯と武器を持って闘い，互いに傷つけ合

う．カレカレアンを端的に説明するとこうなるが，こ

の種の格闘技は，日本に存在しない．まずこの点が本

研究の第’の動機である.スポーツ人類学の研究者は，

自国のスポーツ文化との派離が大きい（すなわち，カ

ルチャーショックが大きい）程，研究心をかき立てら
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れる．

写真カレカレアン（雛者撮影）

第２の動磯として，カレカレアンを真正面から研究

した研究者がほとんどいないということである．カレ

カレアンに関する今日迄の著作は断片的で，その全体

像は明らかにされてこなかった．また，カレカレアン

がなぜこの２つの村だけにあるのか．この点について

も不明である．したがって本研究は，まず第１にカレ

カレアンの様態を明らかにするとともに，その起源に

ついて考察する．第２に，２つの村の関係を明らかに

することによって，なぜこの２つの村がカレカレアン

を所有しているのかについて考察する．

本研究の方法は，これまでカレカレアンについての

記述がある文献の解読及び分析．加えて，筆者が行っ

たフィールドワークで得られたフィールドデータの分

析という方法を用いた．フィールドワークは，1999年

６月～７月，１１月.2000年８月.2005年８月～12月に行っ

た．本文中，特に注を付していない簡所は，筆者の聞

き取り怖報に拠るものである．

Ｉカレカレアンを保持する２つの村

バリ局はインドネシア全33州の１州である．「ドル

儲」といわれるングラー・ライ（NgurahRai）国際空

港のあるのが州都デンパサール（Denpasar)．そのデ

ンパサールから東へ約70km．カランアスム県(Kabupa-

tenKarangasGm）マンギス郡（KccamatanManggis）

に２つの村はある．パンドウク（Pandek）川を渡って

すぐ左へ曲がり，つきあたりの村･がトウンガナン・プ

グリンシンガン慣習村･(DcsaAdaもTengananPegring-

singan；以下ＴＰと略す)．パンドウク川を境に，西

側に位置するのがトウンガナン・ダウトウカット慣習

村（DesaAdatTengananDauhTukad；以下ＴＤＴと

略す）である．２つの村の境界は川だけである．1980

年代にチャンディダサ（Candidasa）製）から直通の道

路ができる迄は，歩いて川を渡らなければならなかっ

た．この地理的条件がＴＤＴを未知の村にしていたと

いえる．ＴＰはオランダ時代から植民地行政官らによ

って保謹され，コルン（V､lgKorn）のような慣習法学

者の研究対象となった.鋤また，ミゲル・コヴァルヴ

ィアス，マーガレット・ミード，グレゴリー・ベイト

ソン，ウオルター・シュピース，コリン・マックフイ

ー等の著作を見れば明らかなように，1930年職代には，

諸外国にその端を知られていた．空港がまだなかった

lLi時，彼らは北のブレレン港（旧ブレレン王国の都）

からＴＰに入った．彼らの観たＴＰは，他の村とは異

なる文化を有しており，バリ・アガ（BaliAga）‘)の

代表格として広く知られることになったのである．し

かし，同じくバリ・アガで川をはさんで隣接するＴＤ

Ｔについては，近年ジンバーガーの博士論文が出るま

では全く研究されてこなかった.副

双方の村名に冠されているトウンガナン(Tenganan）

とは，「内」「中」「奥」を意味する｢tengah」→「ten-

gahan」→ItGnganan」と変化したといわれる．プグ

リンシンガン(Pegeringsingan)は「グリンシン(geri-

ngsing)のある所」を意味する．グリンシンとは，経

緯緋の織物のことで，インドネシアではこの村にしか

ない．日本では,江戸時代に経緯緋が流行したらしい．

グリンシンはこの村の特産品として，村内で販売され

ている．ＴＰは現在，カンギン（Kangin＝束）とカウ

（Kauh＝西）と呼ばれる丘の間に位徹し，南北500ｍ，

東西250ｍの長方形の生活領域の他，84011aに及ぶ広大

な領地を所有している．この領地には，巨石信仰が確

認される．これは，彼らがウォン･マジヤパイト(Wong

Majapahit＝１６枇紀からのジャワ島イスラーム化によ

り，マジヤパイト王国からバリ島に移住してきたヒン

ドゥー教徒とその子孫）以前の古い文化の相続人であ

ることを示す．

1970年代後半からチヤンデイ．ダサがりゾート開発

されたことによって，この村を訪れる観光客はにわか

に多くなった．それまで榔子の木と小さな漁村しかな

かったチャンデイダサには，ホテル，レストラン，銀

行,スーパーマーケット，アートショップが建ち並び，

すっかり;様変りした．ＴＰには掠日のように観光群が

訪れるようになり，近年駐車場が拡張され，店も増え

た．

一方,ＴＤＴのTengananの意味はＴＰと同じである．

ダウトウカット(DauhTukad)の｢Dauh｣はI西｣，｢Tukadj

は「川」を蔵味する．すなわち，「川の西のトウンガ

ナンの村･」という意味になる.先に述べたように,チャ

ンデイダサからＴＤＴ迄の直通道路はできたが，ＴＰ

と比べると，あまりにも傷みが激しい．全く補修され
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ていない証拠である．駐車場は拡張する必要がない程

広いのだが，寂しい程空いている．観光客はたまにし

か訪れない．

ＴＤＴはＴＰと比べると，かなり小さい．村の領地

は200ha，その内約半分が生活領域である．ＴＰとＴ

ＤＴは，インドネシア共和国建国以後新たに区分され

たデサ・デイナス（DesaDinas）７)に編入されること

になった.行政側からは,ＴＰ,ＴＤＴ,グムン(Gumung）

村,カウ丘,カンギン丘,サンヤンガピ(Sangyangapi)，

チャンディダサの一部を含めた地域一帯をトゥンガナ

ン村（DesaDinasTenganan）としている．この行政

村はなじみの薄いものである．彼らのアイデンティテ

ィは，あくまでデサ・アダット（慣習村）にある．「ゆ

りかごから墓場まで」は，すべてアダットによって決

められている．アダットは日本語で「慣習ｊと訳され

るが，含意は広く，「法，規則，伝統」すべてを含む．

すなわち，彼らの生活そのものといってよい．したが

って，生活様式の異なる村を為政者の都合で線引きし

たのがデサ・デイナス（行政村）ということになる．

しかし，ことＴＰとＴＤＴに関しては同じTengananを

冠することから，縁戚関係を伺わせる．バリ島の他の

どの村にもない格闘技が，この２つの村だけに所有さ

れている．

Ⅱ宗教儀礼としてのカレカレアン

結論を先に述べると，カレカレアンはＴＰとＴＤＴ

の宗教儀礼の一部であって，他のいかなる時にも行わ

れない．インドネシアに「伝統スポーツ」と命名され

たものはたくさんあるが,筆者はカレカレアン以外に，

宗教儀式の中にとどまっているスポーツを知らない．

カレカレアンと類似の格闘技はインドネシア各地にあ

る．例えば，トウンガナンの東，同じカランアスム県

にあるスラヤ村のグブツ・エンデ（GebugEnde)，ロ

ンボク島のプレシアン（Peresian)，スンバワ島のカ

ラチ（Karaci)，フローレス島のチヤチ（Caci）など

である．いずれも，防御用の楯と攻撃用のスティック

を用いる格闘技である．

筆者は，2005年８月，東カリマンタン州トウンガロ

ンで開催された第５回伝統スポーツフェスティバルを

観察した．このフェスティバルは，インドネシア共和

国青年スポーツ省が実行委員会をつくり，各州から毎

年一つずつ伝統スポーツを披露してもらい，実行委員

会の委員が採点し，順位を付け，表彰するという仕組

になっている．グプツ・エンデは第２回に出場してい

る．今回の第５回には，バリ州からマチュプトウ・チ

ュプタン（MacepdCepetan）という武術が出場した．

しかし，カレカレアンは絶対にこのフェスティバルに

は参加しない．バリ・アートフェスティバルへの参加

も拒否している．すなわち，カレカレアンは宗教儀礼

の一部であるから，例え行政府から要請を受けても，

金銭的報酬が用意されていても出ない．それはアダッ

トに反することであると．このことはＴＰ，ＴＤＴ双

方のインフォーマントが言明している．

カレカレアン（鰭re-A”ea"）の「Kare」とは，古

バリ語で「ひっかく」「こする」を意味する動詞であ

る．インドネシア語ではMenggeretPandanあるいは

PerangPandanという．この古バリ語とインドネシア

共和国の新しい言葉にカレカレアンの原初形態を伺わ

せるキーワードが含まれている．

カレカレアンは，トウンガナン暦で，)，サシー･クリ

マ(SasihKeliIna＝第５の月.西暦では６月～７月に相当）

の時,最も盛大なウサバ･サンバー（NgusabaSambah）

の中でのみ行われる．トウンガナン暦の第５の月とい

うのは，ウォン・マジャパイト暦（一般の書店等で売

っているバリ暦）では，サシー・カロ（８月～９月）あ

るいはサシー・クテイガ（９月～１０月）に相当する．

ウサバ・サンバーは約１ヶ月続き，その間にカレカレ

アンは４回行われる．

最初はバレ･アグン(BaleAgung)で表象的に行われ

る．つまり,闘わない表象カレカレアンである．この

表象カレカレアンは,クラマ・デサ（KramaDesa＝村

落会議のメンバー)の代表者とクリアン･グミ(Kliang

Gumi＝クラマ・デサ以外の村の代表者）によってのみ

行われる．次のカレカレアンは，プトウム・クロッド

（PetemuKelod）で行われる．これも表象で，闘わな

い．その次に行われるカレカレアンが実際に闘うカレ

カレアンで，初日はプトウム・カジヤ（PetemuKaja）

で行われる．

カレカレアンには必ず演奏が伴う．「音楽」ではな

い．カセットやＣＤに録音された音ではだめなのであ

る．すなわち，村に先祖代々受け継がれてきた特定の

楽器を村人が奏でることによって響く「生きた音」で

なければならないのである．この点が，近代スポーツ

に馴らされてしまった人間の感性にはとても神秘的に

映り,カルチャーショックを受ける.演奏はスロンデイ

ン（Selonding）という金属製のガムランで，バリ・

アガ特有の楽器といわれている．スロンディンは，プ

トウドウ(Petudu)，ニョンニョン（Nyongnyong)，ク

ンプル（Kempel)，ゴン（Gong)，チェンチェン(Ceng-

ceng)，プヌマン（Peneman）から編成され，村人以外

は演奏はむろんのこと，触れることすら禁止されてい

る．また，原則録音も禁止である．もし，村人以外が

触れたり，地に落したりした場合は，例え儀式の最中
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であっても，儀式を中断してスロンディンを浄化する

ための儀式を行わなければならない.'0）

バリでは金属そのものに霊力が宿ると信じられてい

る．したがって，金属製品を作る鍛冶師たちは霊力を

持つ人々といわれる.'１)金属に霊力が宿ることを観光

にしているのが，有名なクリス・ダンスである．トラ

ンスに陥った男たちが自らの体に剣（クリス）をつき

立てて，あらぷる．時にはチヤロナラン（バロン劇）

の中でも行われる．ＴＰの男性は儀式中はむろんのこ

と，外出する際にもクリスの携帯が義務付けられてい

る．これを怠ると，アダットを犯したことになり，罰

則が科せられる．

スロンディンの奏者はすべて男性である．カレカレ

アンは１対１の男性のみで行われる．すなわち，カレ

カレアンを執行する中心は男性のみで，女性は関わら

ない．女性は神に捧げる供物の準備をしたり，神が降

臨する玉座に供物を献納したりすることが主な務め

で，カレカレアンを観ることすらしない．

カレカレアンを奉納するために集まった男性たち

は，まず自分に合うタミャン（Tamiang）を選ぶ．タ

ミャンとは防御用の楯の名称である．タミヤンの材料

はアダ（Atta＝水辺に自生するツル科植物)，ロタン

（Rotan＝藤)，木材，シュロの幹の繊維などを用いて

作られる．大人用のタミヤンは直径約60Ｃｕn．子供用は

約45cmである．タミヤンの裏面の把手は20～30cmであ

る．まず，左手を穴に通し，続いて把手に手を通す．

左腕の関節は身体により近接している把手によって保

護され，左手首の関節はもう一つの把手をしっかりと

握ることによって自身にとってちょうどよい状態にな

る．タミャンはとても丈夫で，めったに壊れない．村

の倉庫に保管され，儀式の時にまた出して繰り返し使

用される．

右手はパンダン（Pandan）である．パンダンとは植

物の名称で，学名はパンダヌスといい，数百種類ある

という．日本では小笠原諸島に自生するという．パン

ダンは闘う相手の体を打ち，ひっかいて傷つけるため

の攻撃用具である．カレカレアンで用いられるのはパ

ンダン・ルンギス（PandanLengis）という種類で，

トウンガナン地域に自生している．これ以外の種類は

刺がないか，また刺があっても大変危険なので用いら

れないという.パンダンの葉は30～40cm位に切り落し，

握る部位は約8cm位刺を取り除く．それを4～5枚重ね

てばらばらにならない様に，紐でしっかりと括る．こ

れで攻撃用具の完成である．タミャンに対して，パン

ダンは使い捨てである．次の儀式の時には，また大堂

に伐採される．

ユニフォームは，腰から尻にかけて巻きつけたクン

ブン（Kenben)，サプッ(Saput）と呼ばれる膝下まで

の布およびスレンダン（Selendang）という腰帯を着

用しなければならない．カレカレアンの方法は，パン

ダンで相手の体を打ち，ひっかいて傷つけることであ

る．パンダンで攻撃されたら，タミヤンで防御する．

攻撃してもよい部位は首から下，腰から上までで，顔

は禁止である．このように，カレカレアンに一定の規

則はあるが，勝ち負けという用語はない．

準備が整った１組の男性は，進行係の若者に促され

て対時し，闘いが始まる．勝ち負けはないから，審判

はいない．２人は互いに機敏に動き回り，攻防を繰り

返し，傷つけ合う．パンダンの刺は体に突き刺さり，

肉を裂き，新鮮な血がだらだらと流れ出す．にもかか

わらず，彼らは時々微笑を浮かべるのである．試合は

どちらか一方あるいは双方流血が確認されたら，進行

係が試合を終了させる．試合は約30組行われ，３時間

程続く．

２日目は,はるか昔からゴトン・ロヨン(相互扶助）

で結ばれている近隣の３つの村を招待し，プトウム・

トウンガー（PetemuTengah）で交流試合を行う．む

ろん，この試合にも勝ち負けはない．３つの村とは，

ニース（Ngis)，タナハロン（Tanaharon)，そしてＴ

ＤＴである．ＴＰと３つの村との関係を簡単に説明し

ておこう．

①ＴＰとニースの関係

旧カランアスム王国時代，王への助言者としてニー

ス村の人間が重用されていたという．王国消滅後もな

お，ニースの長老一家はＴＰに住み，村落会議の時に

「証人」という立場で指定席につくことになっている．

また普段から，儀式に必要な物品の譲渡，貸与の関係

にある．

②ＴＰとタナハロンの関係

タナハロンのアダットによる儀式の内，海岸で行わ

れる儀式のときは徒歩で移動するが，その通過点にＴ

Ｐがある．タナハロンの人々はＴＰに一泊し，飲食物

の提供を受ける．その後，海岸での儀式のあと，また

ＴＰに一泊する．こういう関係にある．

③ＴＰとＴＤＴの関係

後節で詳述する．

一方，ＴＤＴのカレカレアンは一日だけで，交流試

合はない．カレカレアンのルール，用具，ユニフォー

ムはＴＰと同じである．

Ⅲカレカレアンの起源と機能

１戦争と力レカレアン

バリの古代史文書『ウサナ・バリ』（UsanaBali）
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に拠れば，カレカレアンは力強さと勇敢さを試すため

にあるという.'”そしてこの格闘技は，戦争の神であ

るインドラ（Indra）を奉る儀式であると伝えられる．

神話に拠れば，現在のトウンガナン地域はかつて残

忍かつ権威をふるう一人の王の支配下にあったとい

う．その王の名をマヤ・デナワ（MayaDenawa）とい

ル､，あたかも神のごとく権威をふり回し，バリ人の宗

教儀式を禁じた．マヤ・デナワの暴挙は神々の怒りに

ふれることになり，マヤ・デナワに対抗する神として

インドラが選ばれた．インドラは戦争の指揮を執る特

別任務を委ねられ，マヤ・デナワに対抗した．激しい

戦争の末，マヤ・デナワは敗北し，代ってインドラが

トウンガナン地域を統治することになったという．

ＴＰの人々は，インドラが村の創造神であると信じ

ている．インドのヒンドゥーでは下位のインドラが，

ＴＰでは祖先と村を創った神なのである．またインド

ラは，戦争の神である．加えて，トウンガナン地域の

人々はカランアスム王国時代，有力な兵士であったと

いわれる．時代は変り，戦争がなくなり，軍事訓練の

必要もなくなったが，村人はカレカレアンとして，村

の儀式の中にのみ残したと考えられる．Ｎ､Ｎ氏によ

れば「カレカレアンは神への崇敬のシンボルであると

同時に，様々な邪悪なるものと戦わなければならない

我々の宿命である」”)という．しかし，このことを以

てカレカレアンを行うことの意味を解釈することはで

きない．次に問題となるのは「流血」である．

２タブ･ラとカレカレアン

なぜわざわざパンダンを使って血を流さなければな

らないのか．戦争の残存だけならば，けがをしなくて

もすむ用具に変えて儀式を行う方法がある．戦闘舞踊

に変化させる方法もある．カランアスム地方のみなら

ず，インドネシアの各地に戦闘舞踊がみられる.スラ

ヤ村のグブッ・エンデやロンボク島のプレシアンの様

に，安全な用具に代えて行っている所もある．すなわ

ち，すでに実用性は必要ないのだから，わざわざけが

をする形態をとらなくてもよいのではないかというこ

とである．しかしながら，カレカレアンでは流血を必

要とする．この点については，『ウサナ・バリ』およ

び他のロンタル文書にも記述がないという.ではなぜ，

流血の格闘技を行うのか．この点について，インフォ

ーマントからの言明はないが，タブ・ラと関係がある

のではないかといわれている．

タブ・ラ（TabuhRah）とは，taurとrahの合成語で

あるという．tabuhは，ｔａｕｒ→tabur→tabuhと

変化した．原語taurの意味は「代償」「つぐない」で

ある．ｒａｈはdarah→rarah→ｒａｈと変化した．

原語darahの意味は「血」「血液」である．すなわち，

タブ・ラとは「血のいけにえ」を意味する.Ｍ）タブ・

ラはプレ・ヒンドゥーから様々ないけにえの儀式にみ

られ，バリではブタ・ヤドニヤ（ButaYadnya）ある

いは，一般的にはムチヤル（Mecaru）という儀式と関

連してタブ・ラが行われる.１s）

タブ・ラは元々人間を使っていたと考えられる．す

なわち，誰かを殺さなければならなかったのである．

しかし，文明が起り，人々の考え方が変化していくに

伴って，人間のいけにえは牛，水牛，豚，あひる，鶏

に代えられていった．ＴＰ，ＴＤＴを含めたバリ・ア

ガの村でも，ウォン・マジャパイトの村でも，儀式に

応じてこれらの動物がいけにえとなる．しかし，ＴＰ

に関していえば，巨石信仰に代表されるように，ウォ

ン・マジャパイトよりもはるかに古い文化を保持して

いる．以上のことから考えてみると，カレカレアンは

古い形態のタブ・ラの残存ではないかという仮説がで

きる．この仮説に基けば，なぜ刺のある植物を剣にみ

たてて闘い，血を流さなければならないのかという疑

問が解けてくる．では，戦争文化の残存とはどう関連

するのかが現時点では次のようになろう．すなわち，

カレカレアンは戦争文化の残存として宗教儀式の中に

組み込まれ，後にタブ・ラと習合して現在の形態にな

ったと推察されるのである．

Ⅳカレカレアンの伝播

なぜＴＰとＴＤＴの２つの村がカレカレアンを所有

しているのか．このことを考察するに当っては，まず

初めにＴＰとＴＤＴの村の歴史から調べなければなら

ない．伝説によれば，ＴＰとＴＤＴの祖先は元々チヤ

ンディダサの遺跡の近くの海岸端に住んでいたといわ

れる.『ウサナ・バリ』にはトウンガナンという村名

はなく，当時はプヌグス（Peneges）村といった.'6》

村人たちは，海に棲息するブス（Pesuh）という口の

とがった大蛇のような魚に襲われ，とうとう最後には

怖れをなしてこの地を跡にし，徐々に内陸部に移住し

ていったとされる.'７）

時は１８世紀．現在のトウンガナン地域すなわち東は

プウウ（Buu）川まで，北はグムン（Gumung）村まで，

西はパテイワサン（Patiwasan）川まで，南は海岸ま

で．ここはドウク・ムンク（DukuhMengku）の領土で

あった．この地域は，現在のトウンガナン行政村にほ

ぼ匹敵する．ドウク・ムンクにはドウ・ムンク（De

Mengku）という息子が一人いて，ドウク・ムンク統治

時代は平穏で繁栄していた．ゲルゲルの王は，ドウク

・ムンクの政治的・宗教的指導力を脅威に感じてい
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た．かたやドウク・ムンクはゲルゲルの権力に対して

服従する気はなかった．

息子ドウ・ムンクは，ゲルゲル王朝から現在のＴＰ

である命令を受けた．それ以前にも，ゲルゲルからは

何度も使節が送られていた．命令の内容は，ドウ・ム

ンクを闘鶏の世話係としてよこせということであっ

た.つまり，息子を人質として取るということである．

父ドウク・ムンクは何度もその命令をはねつけていた

あげく，ゲルゲルの王は怒り，配下のイ・グスティ・

ングラー･シドムン(IGustiNgurahSideInan）とイ・

グステイ・テイングル（IGustiTimbul）に出兵を命

じた．この２人に率いられた軍隊は，現在のＴＤＴで

ドウク・ムンクの軍隊を粉砕し，ドウク・ムンクは殺

された．その場所は，現在ＴＰの南側に位湿するプス

ダハン（Pesedahan）村の一部となっている．死を逃

れた人々は西の方に逃げ，新たに村を作った．これが

現在のプカラガン(Pekarangan)村である．現在のＴＤ

Ｔの地で，最高指導者としての権限を与えられたイ・

グステイ・ングラー･シドムンは，王ゲルゲルから現

在すでにあるアダットを変えてはならないと命じられ

たという．したがって，ドウク・ムンク時代のアダッ

トはいつ迄かはわからないが，しばらくは残っていた

ということになる．以上が現在判明しているＴＰ，Ｔ

ＤＴの前史である.卿

では，カレカレアンに関して２つの村の関係はどう

なのか．先に述べたように,カレカレアンはトウンガ

ナン暦のサシー・クリマのウサバ・サンバーの期間中

に行われる．そして,カレカレアンはＴＰが先に行う．

カレカレアンのみならず，他の儀式も同様である．す

なわち，ＴＤＴの宗教儀式の日程はＴＰの人が月を計

算して決めており，ＴＤＴではサシー・クリマになっ

たにもかかわらず，サシー・クナム（第６の月）に行

われる．約ひと月の違いがあるが，どうしてこうなる

のか現在はっきりしたことはわからない．

村の中を概観すると，ＴＰの方がＴＤＴよりかなり

古い文化を保持していることがわかる．その一つが，

先に述べた巨石文化である．また，儀礼用具に目を転

じてみると，例えばカレカレアンのタミャンはＴＰ原

産である．ＴＰでは，タミャンと同じ材料を使った手

工芸品を多数販売しており，海外にも輸出している．

実はこの手工芸品は，タミヤンの作り方を応用したも

のだといわれている.I”また，ＴＰの名称にもなって

いるグリンシンは，ＴＤＴでも作り，販売しているが，

ＴＰ原産である．また，寺院建築の様式を見てもＴＰ

とは明らかに違う．ＴＤＴには，ウォン・マジャパイ

トのヒンドゥー文化の伝播がみられるのである．

ドウク・ムンクの時代，息子ドウ・ムンクは現在の

ＴＰの地でゲルゲルから命令を受けた．そして，父

ドウク・ムンクは現在のＴＤＴの地で戦いの末，果て

た．ＴＰとＴＤＴは元は同じ村だったと考えられる．

いつしかその村は，２つの異なる慣習村に変ってしま

った．しかし，なぜかカレカレアンは宗教儀礼として

残された．したがって，ＴＰからＴＤＴにカレカレア

ンが伝播したことはまちがいない．

まとめ

本研究は，これまで明らかにされてこなかったカレ

カレアンについて，その様態を明らかにし，起源と伝

播について考察を試みた.これまで述べてきたことに，

筆者の私見を加えてまとめると,以下のようになろう．

（１）カレカレアンは，初め軍事訓練として行われてい

たと考えられる．その時どのようないでたちで，どの

ような道具を使っていたかは不明である．戦争のない

時代となり，村人は創造神であり，戦争の神でもある

インドラを奉る宗教儀礼として，カレカレアンを残し

た．したがって，戦争文化の残存であるから，男性の

みで行われる．

(2)時代は不明だが，戦争文化の残存としてのカレカ

レアンは,プレ・ヒンドゥーの文化タブ・ラと習合し，

流血が必要となった.刺状植物パンダンを用いるのは，

流血を促すためと考えられる．

(3)ＴＰとＴＤＴは元は一つの村だった可能性が高

い．しかし，確定できる史料及び資料はまだ確認され

ていない.ＴＰとＴＤＴの前史,文化の比較から見て，

カレカレアンはＴＤＴに伝播したと考えられる．

カレカレアンの研究は始まったばかりである．特に

今後は，カレカレアンの文化変容についてフィールド

ワークを進めていきながら，徐々に明らかにしていか

なければならないと考えている．

注記および引用･参考文献

１）ムカレ（Mekare)，カレカレ（Kare-kare）の表

記もみられるが，これは動詞であり，スポーツ

の名称にはならない．したがって筆者は，この

スポーツの名称を固有名詞Aiare-Jt鋤ea〃とするも

２）トウンガナン行政村とブグプグ（Bugbug）行政

村にまたがる地域で，この地にある寺院遺跡チ

ヤンデイダサが，そのまま地名になっている．

３）植民地統治の必要性から慣習法学派が生まれた．

コルンはＴＰのアダットを研究し,一冊の本を出

している．
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Simberger，前掲書ｐ､３１２
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かった．
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ない．

１２）AnakAgungGdePutraAgungl980/l981

MagebugdanMekareSeniTariTradisionaldi
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